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償
還
金
が
、
大
巾
に
増
大
し
て
い
る
一

こ
と
ο

一

五
、
大
事
業
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
統
合
一

中
学
校
の
建
設
を
推
進
中
で
あ
り
、

加
う
る
に
県
営
公
共
事
業
の
増
大
に
一

伴
い
、
こ
れ
ら
の
義
務
的
な
負
担
金
一

が

増

加

し

て

い

る

こ

と

。

一

昭
和
田
十
二
年
度
予
算
編
一

成

の

基

本

理

念

一

て
消
費
的
経
費
は
、
板
刀
節
減
に
努
一
行
政
忍
営
の
上
に
、
あ
ら
ゆ
る
創
意
二
一
百
万
円

め
た
o

一
工
夫
を
加
え
、
合
理
的
に
処
理
し
、
一
門
林
道
開
設
〕

物
件
費
、
維
持
修
結
費
、
補
助
負
近
代
的
行
政
の
実
を
あ
げ
る
よ
う
に
一
九

h
万
円

担

金

等

は

、

大

除

に

、

削

除

し

た

。

つ

と

め

た

い

。

一

〔

漁

港

建

設

〕

二

、

人

件

費

に

つ

い

て

は

、

退

職

手

』

一

歳

出

、

二

千

六

百

六

十

万

円

の

特

例

条

例

制

度

を

活

用

し

て

、

官

一

一

門

魚

礁

設

置

〕

齢
職
員
の
整
理
を
促
進
し
、
欠
員
に
一
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
一
一
億
九
一
二
百
四
十
万
円

つ
い
て
は
、
不
補
充
方
針
で
、
少
数
一
千
五
百
万
円
。
特
別
会
計
は
、
二
億
五
一
門
街
路
灯
設
置
〕

昭
和
四
十
二
年
度
一
般
会
計
歳
入
、
一
い
は
、
こ
れ
に
類
し
た
制
度
が
法
制
化
四
、
国
の
国
債
政
策
に
準
じ
、
地
方
の
一
精
鋭
主
義
に
徹
し
て
軽
減
を
図
る
。
一
千
四
百
万
円
。
一
四
十
万
円

歳
出
予
算
案
な
ど
を
審
議
す
る
た
め
の
一
さ
れ
た
と
ぎ
に
廃
止
に
な
り
ま
す
。
一
一
般
財
源
を
、
起
債
に
く
り
か
え
ら
一
一
二
、
歳
出
の
圧
縮
に
つ
い
て
は
、
不
便
一
主
な
事
業
一
門
災
害
復
旧
事
業
費
〕

三
月
定
例
町
議
会
は
、
=
一
月
十
五
日
か
一
③
昭
和
四
十
三
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
一
れ
る
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
町
債
の
一
や
、
支
障
が
生
じ
る
が
、
こ
れ
ら
は
一
門
農
業
振
興
〕
ご
千
百
二
十
万
円
等
で
あ
る
。
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三
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課

一
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書
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子
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)

日
間
の
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を
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m
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河

川
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一

一

一

保

母

二

宮
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一

こ
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で

決
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っ

た

お

も
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一

一

芳

二

次

西

田

町

長

就

任

後

の

大

巾

な

一
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総

務

課

一

事

貰

下

回

美

智

子

(

乙

O
公
営
事
業
課

は
、
つ
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ず
の
通
り
で
す
O

(

施

政

方

叶

一

財

政

全

般

の

状

況

一
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事
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が
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係

長

高

橋

亮
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た
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課
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沖
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書
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業
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J
一
一
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事
者
の
答
弁

J
H
M一
一
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日
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か

一

一

一

日
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軒

下

型
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h田
紀

子

言

葉

)

一

保

日

保

有

嘉

子

(

大

和

)

昨

日

目

耳

打

一

一

一

器
開
嘩
坤
一
っ
た
窮
屈
な
年
に
な
る
と
予
想
を
し
て
初
の
異
動
に
次
ぐ
、
大
異
動
と
な
り
ま
一
文
書
係
長
友
沢
敏
(
住
民
課
)
一
(
沖
浦
保
育
所
)

(

川

国

民

健

康

保

険

税

条

例

の
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改
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る

。

一

し

た

o

一

書

記

梢

上

田

富

士

苦

男

一

保

母

池

田

ス

ミ

子

(

大

和

)

と
と
し
の
一
月
か
ら
、
世
帯
員
の
七
一
人
し
の
傾
向
は
、
長
浜
町
の
み
で
は
な
一
今
度
の
異
動
で
は
、
新
し
〈
専
任
の
一
臨
時
雇
清
水
加
れ
元
一
一
品
…
一
グ
末
広
節
子
(
櫛
生
)

割

給

付

を

実

施

し

て

い

ま

す

が

、

昭

和

一

し

一

一

一

(

櫛

生

保

育

所

)

四
十
二
年
度
分
医
療
費
の
推
計
は
、
約
一
工
仕
切
一
日
れ
な
、
つ
ま
の
よ
う
一
品

M
W
M
い
い

γ
日

仁

川

目

刊

は

二

時

間

一

一

一

寸

…

一

保

母

主

任

西

山

逸

子

(

出

海

〉

川
引
に
日

h
H
U
J日
行
一
一
日
一
ブ
町
の
財
政
が
苦
し
く
な
り
、
国
土
例
長
引
制
務
し
て
い
た
、
水
道
係
長
と
一

0
税

務

課

一

臨

J
日
海
保
町
日
)
笑
香
(
グ
〉

発
行
の
政
策
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
一
農
業
共
済
係
長
を
、
そ
れ
ぞ
れ
専
任
と
一
課
長
丸
山
米
三
郎
(
会
計
室
)
一

に
お
い
て
、
七
百
三
十
万
円
の
赤
字
が
一
ら
、
地
方
財
政
計
画
も
こ
れ
に
準
ず
一
し
て
、
事
務
処
理
の
合
理
化
を
図
り
ま
一
書
記
垣
見
金
治
郎
(
産
業
課
二
一
一
長
恥
得
川
町
美
一
一
円
…
一
一
貼
一

一

五

せ

ら

れ

る

た

め

@

し

一

る
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と
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一
し
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長
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子

(

グ
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一
一
二
一
一
、
人
口
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伴
¥
税
源
が
減
一
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た
、
高
齢
者
の
退
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つ
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っ
て

-
0
住

民

課

一

J
大
和
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育
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資

産

割

百

分
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四

五
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り

、

~

税

収
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み

と
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時

に

、

一

一

住

民

係

長

平

田

春

美

一

約
保
険
者
均
等
割
(
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保
険
者
ひ
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一
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方
交
付
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大
川
な
減
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を
ぎ
た
一
職
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の
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返
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図
る
一
方
、
不
補
充
一
書
記
平
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(
総
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課
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一
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(
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)
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泉
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子
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世
帯
平
等
割
一
千
六
百
円
一
一
一
一
、
事
務
、
事
業
費
の
増
加
、
諸
施
設
一
能
率
の
向
上
を
は
か
り
、
よ
り
町
民
と
一
(
公
営
事
業
課
)
一
臨
時
一
履
東
恵
津
子
(
新
)

で

し

た

が

一

の

整

備

に

伴

い

、

職

員

数

の

増

加

と

一

直

結

し

た

町

政

を

推

進

す

る

体

制

が

竺

H

緒
方
伯
土
人
(
建
設
課
二

H

水
ー
本
恵
子
(
グ
)

一
」
加
え
て
、
毎
年
の
べ

1
ス

・

ア

ッ

プ

一

い

ま

し

た

。
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川
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(

文

書

課

)

一

(
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滝

保

育

所

)

研

得

刷

出

百

分

の

一

二

@

三

一

一
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一

一
お
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び
、
定
期
昇
給
等
で
、
人
件
費
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な
お
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が
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又
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(
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問
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等
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検
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検
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に魚 示る 義 少の 売な業 り用た新そメろ ゐ関町 り相をた部 生ジに なの通くまえ広すて 才をき
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で

あ

っ

た

。

私

の

生

活

の

太

一

口

問

と

思

い

ま

し

た

。

一

わ

し

ま

す

o

一川…

も

・

何

か

美

し

い

言

葉

で

呼

び

た

い

の

一

金

魚

は

、

私

の

一

番

の

友

だ

ち

だ

。

防

と

な

っ

て

潤

一

(

広

島

大

学

教

授

清

水

文

雄

二

私

た

ち

の

生

活

の

中

に

、

も

っ

と

、

一

だ

。

朝

な

夕

な

に

な

が

め

て

少

し

も

あ

一

そ

し

て

、

い

こ

い

の

場

所

だ

。

そ

こ

で

い

と

、

し

あ

わ

一

日

完

H

一
も
っ
と
、
緑
を
と
り
入
れ
ま
し
ょ
う
o

-

、、
、

〆

[

¥ 

異単年:

野議:
好生;
控鵠;
理学;
開校;
校;

(四)第126号

豊
茂
生
活
学
校
は
、
去
年
の
十
二
月

二
十
四
日
か
ら
、
こ
と
し
の
一
二
月
ま
で

毎
週
木
曜
日
、
午
前
八
時
半
か
ら
、
午

櫛
生
婦
人
会

再

発

足

/¥，. 
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胎干?

し
よ
う
。

新

入

学

児

童

を

交

通

事

故

か

ら

守

り

ま

入
園
児

こ
の
月
は
、
新
入
学
児
童
や
、

カ3た
め
、

期
で
す
。

な

れ

な

い

道

路

を

登

@

下

校

す

る

交

通

事

故

の

発

生

し

や

す

い

時

る
の
は
、

一

日

の

う

ち

で

事

故

が

急

に

ふ

え

始

め

午
前
八
時
。

そ
し
て
、

午
後
五
時
か
ら
七
時
の
間
が
、

最

高

と

な

っ

て

い

ま

す
c

生命{1地味より重し事
故
が
、

つ
ぎ
が
、

交
差
点
が
最
高
。

よ
く
起
き
る
場
所
は
、

曲
が
り
か
と
の
順
で
す
。

み
ん
な
で
、

十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

;で~;~;:;:::;:::;::::~::;~::;!;~;:;~;:;:;:山:どとど::とど;:::~:;:::;:::之之'.'主主::;~・~;:;::::::::::::::::: :::::・:::::::::::::・ι::::::::::::;:日::ゥ::::::::::・::::::::;::日~<.・;・::;:・::::・;::::::::・~~;:::::;:;:;:;~::;:::;:::;~;~::;:;~:~:~;~;:;:~'.:::;:~:・:ぐと之;:::・:;:・:・:ど::・:ぷ:;:;:::;:;:;:;::::::::~ぐとと・::;~之;:~:・~::::::・:・:どととと;::::~;:;:~:::;:::;~::;:之・:之どと::::;:::::::とと之とと::::とど.... 之之;~::::之;と三百三:::ぅ

一一一一 一-一 一一

、


